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Oh,Mt.Fujifrozen!

台北 帝 国大学 は,幾 多 の俊 才 を世 に送 り出 した 旧制大 学 のひ とつ であ るが,

わ が 鈴 木 武 雄 先 生 もそ うした 俊 才 のお ひ と りであ る。 山形 大学 で長年 教鞭 を執

られた後,先 生 は 昭 和47年 に創 価 大 学文 学 部 英 文 学 科 教 授 として赴任 して来 ら

れた。本学創立二 年 目の ことであ る。 そ の後,大 学 院創 設 と共 に,ア メ リカ文

学 担 当教 授 と して 院 生 の指 導 に も当た って こられた。遠 い鎌倉 の地か ら八 王子

まで,20年 に垂 ん とす る歳 月,ご 通 勤 な さ った の で あ る。

先 生 は,主 と して ア メ リカ文 学 の研 究 に専念 され,多 くの研究 成 果 を発 表 さ

れ て きた 。 中で も,「JonathanEdwardsの"anewsense"」,「Edwards観 念

論 に 対 す るBerkeley影 響 説 につ い て 」,fJonathanEdwardsの 精 神 形 成一一

(1)祖 先 と遺 伝 一 」,rJonathanEdwardsの 精 神 形 成 一(皿)郷 土 と家庭 一 」

とい った,ジ ョナ サ ソ ・ニ ドワー一ズ(1703-58)に 関す る 諸 論 文 は,自 然科 学

者,理 想 主 義 的 哲 学 者,倫 理 学 者,宗 教 的 神 秘 主 義 者 と して の資 質 を具 え,プ

リソス トソ大 学 の総 長 を も務 め た,エ ドワーズ を 多 くの 資料 を丹 念 に辿 りなが
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ら論 じ,彼 が ア メ リカ文 学 の源泉 につ な が るゆ}ん を 解 明 した,重 厚 な研 究 と

し て貴 重 な もの で あ る。

さ らに,先 生 は エ マ ス ソ,メ ル ヴ ィル,ホ ー ソー ソな どに も鋭 い 眼 識 を向け

られ,い くつ か の論 文 に そ の深 い 造 詣 を示 してお られ るわけ であ るが,こ の こ

とは エ ドワー ズ研 究 の 当然 の成 り行 きでもあった。

そ れか らまた,鈴 木 先 生 の 日本 語 の美 し さ は,一 冊 の歌 集 と して上 梓 す る に

十 分 な 数 にのぼ る短歌 に余す ところな く伺}る の で あ る。 そ れ は,例 えば,角

川 書店 か ら出版 され て い る,ホ ー ソー ソ作 『呪 い の館 』 の翻 訳 に も遺 憾な く発

揮 され てい る。 同書店 か ら出 された,ヘ ソ リ ィ ・ジ ェイ ム ズ作 『ゴ ー ス ト ・ス

トー リー』 とな る と,ま さ に名 人 芸 とい うほか な い の である。

今,触 れた 「短 歌 」 とい え ば,「 竹 緒 」 とい う,先 生 の ペ ソ・ネ ー ムを想 い 出

され る人 も多い であろ う。先生 は,毎 年 の賀 状 に,歌 を 一 首 そ え て こ られ る の

で あ る。 ここに平 成3年 度 の年 賀 状 の短 歌 が あ る。

君来ませ
さ ら

沙羅の大木

シャラの花
み な づき

水無月の頃

君来給}.や

「キ」音 の繰 り返 しが,心 底 か らの 誘 い を 表 わ し,「 サ ラ」 と 「シ ャ ラ」 の た

た み か けがs俗 塵 を離 れ た 「聖 域 」 を含 意 してい る。長 い修練 を経た ものに し

か あ りえない詩 境 を感 じるのだ。

先生 は,日 常 は,極 め て 口数 の少 な い お人 柄 な の であ るが,実 に心 優 しい,

"hospitality"に 満 ち あふ れた お 方 に違 い ない
。 先 生 は,こ れ ま で意 外 と 思 わ

れ る く らい に多 くの教 え子 た ちを,ご 自宅 に 招 待 してお られ る よ うであ る。恐

ら く,そ ん な折 に も,先 生 は決 して お し ゃべ りは され ず に,し か し絶 えず笑 み

は浮 か べ て お られた であろ う。 けれ ども,問 い か け られ た こ とに は,あ ふ れ る

2



ぼか りの藻蓄を傾けて語 られただろ うと思われるのである。

先生の日本語に対す る愛情は,ま た 「書」の世界への関心に通 じ,一 流の書

家たちの作品を所蔵 されることにもなってい く。例}ば,日 本の英語学者 とし

て著名な,市 河三喜氏 の祖父にあた り,幕 末の三筆の一一人の,市 河米庵の書を

もってお られ ることを灰聞 しているのである。 さらには,江 戸中期 の儒者 ・細

井平洲の自画像を所持 してお られるそ うだが,こ れな どまさに 「国宝」 ものと

い うべ きであろ う。

先生は,ア メ リカ文学研究者 として多 くの業績を残 してお られるわけである
おさな ご

が,幼 児のようなはにかみ とかけひきなどの全 くない誠実 さをもってお られ る

ところには,人 間 としての大 きな魅力を感 じずにはお られない。そ して,間 然

す るところのない服装にも,先 生の自らへ の厳正さと真摯 さとを思 う。

昭和63年 度 の賀状に,ご 夫婦おそろいで 「喜寿傘寿」を迎 えられて,「秀麗の

蔵王」を越 えて こられた とのお歌を寄せていただいた。確か,先 生の兄上 は,

九十歳を超}ら れて,天 寿を全 うされた由を伺 って,感 嘆 した記憶がある。

鈴木武雄先生,願 わ くば悠 々自適をモ ットーに,ご 令兄にあやか りなが ら,

ご夫婦共 々に仲睦 じく,鎌 倉の 「秀麗」な自然に囲 まれた,大 人生の山並みを

越 え られん ことを!

平成3年1月 吉 日
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